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積
み
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
大
事
な
も
の
は
、
い
つ

だ
っ
て
私
た
ち
か
ら
は
見
え
な

い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
や
責
任
を
と
る

立
場
に
な
っ
た
場
合
も
同
じ
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
人
に
あ
れ
こ

れ
言
わ
れ
た
く
な
い
か
ら
と
隠
れ

て
い
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
と
き

に
は
皆
の
前
に
出
て
矢
面
に
立
た

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
困
難
な
事
態
に
直
面

し
た
と
き
は
、
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
背
後
に
は

き
っ
と
、
守
っ
て
く
れ
る
方
々

が
い
ま
す
。
あ
あ
だ
こ
う
だ
と

い
う
他
人
の
大
き
な
声
だ
け
に

気
を
取
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

後
ろ
や
脇
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

小
さ
な
、
あ
な
た
を
支
え
る
声

に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
後
ろ
や
陰
に
は
ご

両
親
や
大
学
の
教
職
員
、
あ
る

い
は
友
だ
ち
が
い
て
、
い
つ
も

見
守
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が

人
の
目
を
引
く
晴
れ
や
か
な
舞

台
に
立
っ
た
な
ら
、
そ
れ
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
の
は
こ
う
し

た
裏
方
さ
ん
た
ち
で
す
。
そ
の

お
か
げ
で
舞
台
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
し
て

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
方
々
が

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
決
し
て

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
意
味
で
私
は
、「
木
だ

け
を
見
る
の
で
は
な
く
森
を
見

よ
」
は
本
当
に
大
事
な
こ
と
だ

　
現
代
は
、
何
が
起
こ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
、
不
確
実
で
多
様

性
に
満
ち
た
時
代
で
す
。
私

は
、
こ
の
時
代
を
生
き
て
い
く

若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
一
番
大

事
な
こ
と
は
、
目
先
の
こ
と
だ

け
に
と
ら
わ
れ
ず
「
全
体
、
奥

行
き
を
見
る
こ
と
」
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
近
年
は
モ
ノ
よ
り
体
験
が
重

視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
体
験
と
い
う
の
は
本

来
、
目
を
引
く
こ
と
や
特
別
な

こ
と
、
大
き
な
出
来
事
、
刺
激

の
強
い
物
事
だ
け
を
指
す
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
今
で
は
、
体
験
と
は

そ
れ
ら
を
指
す
の
だ
と
い
う
考

え
方
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
特
に
皆
さ
ん
の
世
代

で
は
、
刺
激
的
な
も
の
ほ
ど
よ

り
力
を
持
つ
と
い
う
傾
向
が
続

い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
実
際
に
は
、
目
を
引
く
も
の

に
は
必
ず
地
味
な
背
景
が
あ

り
、
特
別
な
も
の
に
は
常
に
平

凡
な
土
台
が
あ
り
、
大
き
な
出

来
事
の
裏
に
は
見
逃
さ
れ
や
す

い
小
さ
な
事
象
が
積
み
重
な
っ

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
残
念
な
こ

と
に
、
奥
や
裏
に
あ
る
も
の
は

い
つ
も
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
す
。

　
私
た
ち
が
見
聞
き
し
て
い
る

の
は
、
世
界
の
ほ
ん
の
一
部
な

の
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
何
か

で
優
勝
す
る
よ
う
な
人
は
、

裏
で
地
味
か
つ
小
さ
な
努
力
を

な
と
思
い
ま
す
。
物
事
を
見
る

と
き
は
、
輝
い
て
い
る
部
分
と

地
味
な
部
分
、
表
と
裏
、
表
層

と
深
層
の
両
方
を
見
る
べ
き
な

の
で
す
。
か
く
言
う
私
も
、

目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
広

く
も
の
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
て

い
る
な
、
と
反
省
す
る
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
不
況
、
戦
争
、
災
害
な
ど
が

立
て
続
け
に
起
こ
る
今
の
現
実
社

会
は
、
一
寸
先
は
闇
だ
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
想

も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
刺
激

が
強
す
ぎ
る
出
来
事
に
巻
き
込
ま

れ
て
、
目
が
く
ら
ん
で
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
特
に
大
学

を
卒
業
し
て
社
会
に
出
れ
ば
、
物

事
の
渦
中
で
呆
然
と
し
、
方
向
を

見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
と
き
は
ぜ
ひ
立
ち
止

ま
っ
て
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

思
い
を
馳
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ

こ
に
は
友
だ
ち
や
先
生
、
職
員

と
い
っ
た
裏
方
が
い
て
、
立
ち

尽
く
し
て
い
る
あ
な
た
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
、
体
験

と
し
て
記
憶
に
留
め
て
お
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
物
事
の
部
分
や
表
面
で
は
な

く
、
背
景
や
土
台
、
裏
を
見

る
。
皆
さ
ん
が
、
そ
う
し
た

「
全
体
、
奥
行
き
を
見
る
力
」

を
も
っ
て
、
今
後
の
不
確
実
な

時
代
を
力
強
く
歩
ん
で
い
け
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

「
全
国
学
生
調
査
」

�

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
に
掲
載

エ
フ
エ
ム
栃
木
と
「
地
方
創
生
の

�

推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）
に
認
定

栃
木
県
佐
野
市
と
包
括
連
携
協
定

本
学
と
株
式
会
社
エ
フ
エ

ム
栃
木
（
代
表
取
締
役
社

長
：
仲
山
信
之
）
は
３
月
10

日
、「
地
方
創
生
の
推
進
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

た
。本協

定
は
、
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
相
互
に
協
力
・
連

携
し
、
地
域
の
課
題
に
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
形
成
と
発

展
に
寄
与
し
地
域
創
生
を
達

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
締
結

し
た
も
の
。

本
学
の
産
学
連
携
は
、

株
式
会
社
足
利
銀
行
に
続

き
、
２
件
目
と
な
る
。

小
笠
原
伸
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

研
究
所
長
は
「
本
連
携
に

よ
っ
て
、
学
生
に
は
ラ
ジ
オ

佐
野
市
と
の
包
括
連
携
協

定
締
結
式
が
７
月
９
日
、
佐

野
市
役
所
の
市
長
公
室
で
執

り
行
わ
れ
た
。
佐
野
市
と
は

以
前
よ
り
、
自
治
体
行
政
を

研
究
す
る
法
学
部
の
岩
﨑
忠

ゼ
ミ
が
市
長
ら
に
「
佐
野
市

の
防
災
対
策
」
や
「
子
育
て

支
援
策
」
に
つ
い
て
の
提
案

を
す
る
な
ど
の
連
携
を
重
ね

て
き
た
。
今
回
の
協
定
は
、

地
域
の
課
題
に
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
の
形
成
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
。
今
後
は
、
地
域
振

興
、
人
材
育
成
、
教
育
、
産

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
令
和
６
年
度

「
全
国
学
生
調
査
（
第
４
回
試
行
実
施
）」 

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、 

本
学
の
法
学
部
お
よ
び
教
育
学
部
が
、

全
国
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

全
国
学
生
調
査
は
、
大
学
に
お
け
る

教
育
の
質
を
、
学
生
自
身
の
学
び
の
実

感
や
成
長
の
実
感
を
通
じ
て
可
視
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
が
実

施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
。

令
和
６
年
度
（
第
４
回
試
行
実
施
）
で

は
、
全
国
５
４
０
大
学
・
１
３
２
短
期

大
学
、
約
13
万
８
千
人
の
学
生
が
回

答
。
今
回
公
表
さ
れ
た
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
」
は
、
そ
の
調
査
結
果
に
お
い

て
学
生
か
ら
肯
定
的
な
回
答
割
合
が
高

か
っ
た
大
学
・
短
期
大
学
の
学
部
（
学

科
）
を
上
位
順
に
一
覧
化
し
た
も
の
。

法
学
部
は
、
社
会
分
野
で
上
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。（
表
１
）

教
育
学
部
は
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
、
家
政
分
野
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し

本
学
は
、
令
和
７
年
８
月
26
日
付

で
文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
）」
に
認
定
さ
れ
た
。（
認
定
有
効

期
限
：
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
）

こ
の
認
定
制
度
は
、
学
生
が
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
に
関
心
を

持
ち
、
そ
の
基
礎
を
正
し
く
理
解
し
、

活
用
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
体
系
的
な
教
育
を
行
う
大
学
を
文

部
科
学
大
臣
が
認
定
・
奨
励
す
る
も
の
。

本
学
の
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全

学
部
向
け
の
教
養
科
目
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
基
礎
」
で
構
成
さ
れ
て
お

調印式に出席した関係者たち

文部科学省認定ロゴマーク

物
事
の
表
面
だ
け
で
な
く

　
　
　
　
　｢

奥
行
き｣

も
見
る
力
を

学
長
　
北
山
　
修

局
の
持
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

能
力
に
触
れ
て
も
ら
う
環
境

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
大

学
の
研
究
環
境
や
調
査
能
力

を
用
い
て
ラ
ジ
オ
局
の
運
営

な
ど
に
つ
い
て
助
言
や
協
力

を
し
て
ゆ
く
予
定
」
と
連
携

に
関
し
て
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

業
・
雇
用
、
福
祉
、
環
境
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
協
力
関

係
を
築
い
て
い
く
。

本
学
が
自
治
体
と
連
携
協

定
を
締
結
す
る
の
は
、
小
山

市
、
結
城
市
、
栃
木
市
、
栃

木
県
、
野
木
町
に
続
き
６
件

目
。

（表１）
評価項目 順位

専門分野に関する知識・理解 7 位
将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観 11 位
文献・資料を収集・分析する力 9 位
論理的に文章を書く力 4 位
幅広い知識、ものの見方 20 位
卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学修している 5 位

（表２）
評価項目 順位

主に英語で行われている授業の履修（語学科目を除く） 11 位

り
、
令
和
７
年
度
は
前
期
に
２
コ

マ
、
後
期
に
１
コ
マ
、
本
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
開
講
し
て
い
る
。

今
後
も
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
デ

ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
活
躍
で
き
る

よ
う
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

た
。（
表
２
）

本
学
で
は
、
引
き
続
き
教
育
の
質

向
上
に
努
め
て
い
く
。

連携協定書を手にする金子裕佐野
市長（左）と渡邊博記理事長（右）



　
５
月
25
日
、
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

３
５
０
教
室
に
お
い
て
、
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｃ
Ｂ
Ｏ
で
あ

り
、
本
学
経
営
学
部
教
授
で
も
あ
る

栗
山
英
樹
先
生
に
よ
る
特
別
講
義
が

実
施
さ
れ
た
。
本
講
義
は
教
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
専
攻
１
年
生
向
け
導

入
科
目
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
入
門
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
当
日
は
他
専

攻
の
学
生
も
自
由
聴
講
し
た
。

　
講
義
は
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
学
ぶ 

人
を
育
て
る
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
人

材
育
成
の
あ
り
方
や
組
織
運
営
の
本

質
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　
栗
山
先
生
は
、
理
論
と
現
場
と

の
間
に
は
違
い
が
あ
る
こ
と
が
あ

る
も
の
の
、
理
論
を
学
ぶ
こ
と
が

自
ら
の
判
断
軸
を
形
成
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
ま

た
、「
人
を
動
か
す
の
は
思
い
の
熱

量
で
あ
る
」
と
述
べ
、
指
導
者
自

身
の
覚
悟
や
情
熱
の
重
要
性
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
さ
ら
に
、「
自
分

の
や
り
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大

事
」「
で
き
な
い
と
思
っ
た
瞬
間
に

成
長
は
止
ま
る
」
と
い
っ
た
言
葉

で
、
主
体
的
に
挑
戦
し
続
け
る
姿

勢
の
大
切
さ
を
学
生
に
伝
え
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、「
最
も
苦
し

か
っ
た
局
面
と
そ
の
乗
り
越
え
方
」

な
ど
の
問
い
が
寄
せ
ら
れ
、
栗
山

先
生
は
一
つ
一
つ
丁
寧
に
回
答
し

た
。
学
生
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
耳

を
傾
け
、

そ
れ
ぞ
れ

が
自
身
の

将
来
や
学

び
に
結
び

つ
け
な
が

ら
理
解
を

深
め
て
い

た
。
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法
政
策
研
究
所

�

空
き
家
問
題
を
考
え
る

第
77
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　
11
月
13
日
、
法
政
策
研

究
所
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
空
き
家
問
題
を
考
え
る
」

が
本
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
４
教

室
で
開
催
さ
れ
た
。
上
智

大
学
法
学
部
の
北
村
喜
宣
氏

に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、

小
山
市
建
築
指
導
課
長
の
菅

沼
勇
人
氏
と
下
野
新
聞
社
小

山
総
局
長
（
当
時
）
の
佐
藤

洋
氏
、
本
学
法
学
部
の
茂
木

明
奈
准
教
授
（
当
時
）
が
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
法
学
部
の
岩
﨑
忠

教
授
が
務
め
た
。
空
き
家
問

題
が
深
刻
化
す
る
中
で
の
自

治
体
の
対
応
策
が
議
論
さ

れ
、
約
１
８
０
人
の
参
加
者

　
本
学
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
研
究

所
が
主
催
す
る
「
第
77
回

経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
が
７
月
６

日
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
１

教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
公
共
Ｒ
不
動
産

研
究
所
所
長
で
合
同
会
社

Public Pivot

代
表
の
矢
ヶ
部

慎
一
氏
を
講
師
に
迎
え
た
。

矢
ヶ
部
氏
は
、
公
民
連
携

や
公
共
不
動
産
活
用
を
軸
に

し
た
「
ま
ち
」
の
ビ
ジ
ョ
ン

づ
く
り
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
ま
で
、
多
角
的
な
視

点
で
柔
軟
に
活
動
さ
れ
て
い

る
専
門
家
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「『
ま

ち
』
を
再
構
築
す
る
仕
事
」

を
テ
ー
マ
に
、
再
開
発
の
意

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
法
政
策
研
究
所
は
例
年
２

回
程
度
の
講
演
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

今
秋
に
は
「
住
民
の
た
め
の

災
害
対
策
の
法
制
や
運
用
等

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
計

画
し
て
い
る
。

義
や
公
共
不
動
産
の
具
体

的
な
活
用
事
例
、
そ
し
て

今
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
解
体
」
に

つ
い
て
、
実
例
を
交
え
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ

た
。
質
疑
応
答
で
は
学
生
か

ら
「
矢
ヶ
部
氏
の
学
生
時
代

の
学
び
」
や
「
地
元
自
治
体

の
現
状
と
課
題
」
な
ど
活
発

な
質
問
が
あ
り
、
丁
寧
に
答

え
て
い
た
だ
い
た
。

パネルディスカッションに臨む登壇者 講演する矢ヶ部慎一氏

講義を行う栗山先生

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
第
77
回
全
日
本

大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ

レ
２
０
２
５
）
を
制
し
、
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
全

国
制
覇
を
果
た
し
た
。
最
優
秀
選
手
賞
お
よ
び
リ

バ
ウ
ン
ド
王
に
モ
ン
ガ 

バ
ン
ザ 
ジ
ョ
エ
ル
選
手

（
経
営
学
部
４
年
）、
優
秀
選
手
賞
に
佐
古
竜
誠
選

手
（
教
育
学
部
４
年
）
と
内
藤
晴
樹
選
手
（
教
育

学
部
３
年
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
２
月
９
日
に
は
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
優
勝
祝
賀
会
を

行
い
、
関
係
者
約
50
名
と
共
に
日
本
一
達
成
を
祝
っ

た
。
Ｂ
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
た
ち
か
ら
の
祝
福

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
さ
れ
、
同
部
の
世
代
を
越
え
た

絆
が
再
確
認
さ
れ
た
。
会
の
締
め
括
り
に
網
野
友
雄

監
督
は
「
こ
こ
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
連
覇
に
向
け

て
さ
ら
に
邁
進
し
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

小
学
生
向
け
教
室
を
開
講  

―
産
学
連
携
―

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
近
隣
の
小
学
生

を
対
象
と
し
た
教
室
「HAKUOH BASKETBALL 

KIDS CAM
P

」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
基
礎
技
術
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
心
身
の
健
全
な
育

成
を
図
る
も
の
。
保
護
者
向
け
に
は
、
子
ど
も
の

身
体
づ
く
り
や
け
が
予
防
と
い
っ
た
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
指
導
も
行
わ
れ
、
家
庭
と

連
携
し
た
成
長
支
援
を
推
進
す
る
。

　
初
回
は
４
月
26
日
に
実
施
さ
れ
、
以
降
は
原
則

と
し
て
月
１
回
、

年
間
12
回
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
株

式
会
社
東
光
高
岳

の
協
賛
を
受
け
て

お
り
、
大
学
と
企

業
が
連
携
し
て
地

域
の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
支
え
る

取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

記念撮影で笑顔を見せる小学生と部員たち

男
子
バ
ス
ケ
部
が

２
年
ぶ
り
３
回
目
の
日
本
一

栗
山
英
樹
先
生

�

特
別
授
業

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
ボ
ル

ダ
ー
／
リ
ー
ド
）
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
す
る
葛
生
真
白
さ
ん
。
学
業
と
競

技
活
動
を
両
立
し
な
が
ら
、
２
０
２
２

年
か
ら
は
世
界
大
会
に
も
出
場
。
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
と
の
出
会
い
や
競
技
へ
の
思

い
、
今
後
の
目
標
を
聞
い
た
。

―
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　
小
学
５
年
生
の
と
き
に
父
と
始
め
ま

し
た
。「
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
ら
し

い
か
ら
行
っ
て
み
よ
う
か
」
と
軽
い
気

持
ち
で
し
た
が
、
続
け
て
い
る
う
ち
に

大
会
に
も
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、
少
し

ず
つ
競
技
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
自
分
の
中
で
は
「
選
手
に
な

ろ
う
」
と
意
識
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
あ

ま
り
な
く
て
、
気
づ
い
た
ら
選
手
に

な
っ
て
い
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

―
大
学
進
学
後
は
ど
の
よ
う
な
環
境
で

練
習
し
て
い
ま
す
か
？

　
東
京
都
内
で
練
習
す
る
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。
都
内
の
ジ
ム
は
規
模
が
大
き

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
挑
戦
で
き
ま

す
し
、
レ
ベ
ル
が
高
い
選
手
も
た
く
さ

ん
い
て
刺
激
に
な
り
ま
す
。

―
学
業
と
競
技
活
動
の
両
立
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
ま
す
か
？

　
都
内
へ
の
移
動
時
間
が
長
い
の
で
、

電
車
の
中
で
課
題
や
勉
強
を
進
め
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
競
技
が
中
心
の
生

活
で
す
が
、
授
業
も
し
っ
か
り
受
け
な

が
ら
両
立
し
て
い
ま
す
。

―
経
営
学
部
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
将
来
的
に
自
分
で
ジ
ム
を
経
営
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
役
立
つ
と
思
い
、
選
択

し
ま
し
た
。
実
際
に
大
学
で
学
ん
で
み

て
、
簿
記
や
会
計
の
授
業
は
特
に
面
白

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
現
在
は
指
導
活
動
も
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
選
手
を

教
え
て
い
ま
す
。
教
え
る
こ
と
で
、
自

分
自
身
も
技
術
や
考
え
方
を
整
理
で
き

る
の
で
勉
強
に
な
り
ま
す
。

―
世
界
大
会
に
も
出
場
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
大
会
は
あ
り

ま
す
か
？

　
昨
年
４
月
の

中
国
で
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で

す
。
９
位
と
い

う
結
果
に
終

わ
り
、
決
勝
進
出
ま
で
あ
と
一
歩

だ
っ
た
の
で
と
て
も
悔
し
か
っ
た

で
す
ね
。
た
だ
、
自
分
の
実
力
を

考
え
る
と
ま
だ
足
り
な
い
部
分
も

多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
悔
し
さ
を

次
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

―
海
外
遠
征
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　
正
直
か
な
り
大
変
で
し
た
。
中

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
メ
リ
カ
と
転
戦
し
て
い
た
の
で
、

最
後
の
方
は
体
力
的
に
も
精
神
的
に

も
疲
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

も
他
の
代
表
メ
ン
バ
ー
や
コ
ー
チ
、

ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
々
な
ど
行
動
を
共

に
し
て
く
れ
る
仲
間
た
ち
が
心
強

か
っ
た
で
す
。

―
試
合
前
の
ル
ー
テ
ィ
ン
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
？

　
ル
ー
テ
ィ
ン
を
決
め
て
し
ま
う
と
、

そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
気
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
あ
え
て
つ
く
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
競
技
で
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
な

か
っ
た
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に
気
持
ち

を
切
り
替
え
ま
す
か
？

　
落
ち
込
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
「S

tudents

」V
ol.2

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
女
子
日
本
代
表　

葛
生
真
白
さ
ん
（
経
営
学
部
４
年
）

比
較
的
す
ぐ
切
り
替
え
ら
れ
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
ま
り
引
き
ず
ら
ず
に
、

「
次
を
頑
張
ろ
う
」
と
考
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

―
代
表
を
務
め
る
ボ
ル
ダ
ー
と
リ
ー

ド
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
は
？

　
ボ
ル
ダ
ー
は
、
で
き
な
か
っ
た
動

き
が
練
習
に
よ
っ
て
で
き
る
よ
う
に

な
る
達
成
感
が
魅
力
で
す
。

　
リ
ー
ド
は
地
道
に
練
習
し
た
分
だ

け
結
果
に
つ
な
が
り
や
す
い
競
技
だ

と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
違
っ
た
面

白
さ
が
あ
る
の
で
、
今
も
両
方
続
け

て
い
ま
す
。

―
将
来
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
２
０
２
８

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
将
来
的
に
は
自
分
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ジ
ム
を
持
て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
競
技
経
験
や
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
場
所
を
つ
く

り
た
い
で
す
ね
。

―
最
後
に
、
本
学
の
学
生
や
応
援
し
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
い
つ
も
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い
く
の

で
、
引
き
続
き
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
。く

ず
う
　
ま
し
ろ

２
０
０
４
年
栃

木
県
生
ま
れ
。

栃
木
県
山
岳
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
所
属
。

ボ
ル
ダ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
２
５ 

５
位 

／ 

リ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

２
０
２
５ 

４
位
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学校法人白鷗大学 2025年度決算報告

【 貸借対照表 】2026年３月31日現在
　貸借対照表は、学校法人の期末における資産と負債・基本金・消費収支差額の状況を表
示して、財政状態を表しています。資産総額から負債総額を差し引いた「純資産」は前年
度より371百万円増加し、36,225百万円となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 2025年度末 2024年度末 増　減
資産の部

固定資産 33,886,110,177 34,594,809,202 △ 708,699,025
有形固定資産 30,808,459,916 31,489,139,150 △ 680,679,234
土 地 5,875,999,774 5,883,406,974 △ 7,407,200
建 物 21,061,161,696 21,773,652,082 △ 712,490,386
構 築 物 1,121,885,991 817,888,174 303,997,817
教 育 研 究 用 機 器 備 品 1,070,836,503 1,174,561,929 △ 103,725,426
管 理 用 機 器 備 品 335,328,484 313,448,889 21,879,595
図 書 1,309,458,130 1,295,405,999 14,052,131
車 両 22,789,338 17,886,603 4,902,735
建 設 仮 勘 定 11,000,000 212,888,500 △ 201,888,500

特定資産 2,263,950,050 2,261,373,600 2,576,450
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 1,061,578,000 1,061,018,000 560,000
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 1,202,372,050 1,200,355,600 2,016,450

その他の固定資産 813,700,211 844,296,452 △ 30,596,241
借 地 権 288,327,257 288,327,257 0
そ の 他 525,372,954 555,969,195 △ 30,596,241

流動資産 6,527,789,311 5,875,177,829 652,611,482
現 金 預 金 3,933,666,964 2,923,723,576 1,009,943,388
有 価 証 券 2,360,059,543 2,622,656,550 △ 262,597,007
そ の 他 234,062,804 328,797,703 △ 94,734,899

資産の部合計 40,413,899,488 40,469,987,031 △ 56,087,543

負債の部
固定負債 2,044,094,894 2,508,175,296 △ 464,080,402

長 期 借 入 金 960,000,000 1,440,000,000 △ 480,000,000
退 職 給 与 引 当 金 1,084,094,894 1,068,175,296 15,919,598

流動負債 2,144,568,218 2,107,806,870 36,761,348
短 期 借 入 金 480,000,000 480,000,000 0
前 受 金 1,095,133,269 1,258,683,269 △ 163,550,000
そ の 他 569,434,949 369,123,601 200,311,348

負債の部合計 4,188,663,112 4,615,982,166 △ 427,319,054
純資産の部

基本金 50,902,085,267 49,896,139,208 1,005,946,059
第１号基本金 50,311,085,267 49,406,139,208 904,946,059
第４号基本金 591,000,000 490,000,000 101,000,000

繰越収支差額 △ 14,676,848,891 △ 14,042,134,343 △ 634,714,548
翌年度繰越収支差額 △ 14,676,848,891 △ 14,042,134,343 △ 634,714,548

純資産の部合計 36,225,236,376 35,854,004,865 371,231,511
負債及び純資産の部合計 40,413,899,488 40,469,987,031 △ 56,087,543

【 事業活動収支計算書 】2025年４月１日から2026年３月31日まで
　事業活動収支計算書は、事業活動ごとの収支の内容と均衡状態を明らかにし、経営状
態を表したものです。企業会計における「損益計算書」に近似したものです。2025年度
基本金組入前当年度収支差額は、371百万円となり、前年度比553百万円の増加となりま
した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金 6,524,480,000 6,572,595,100 △ 48,115,100
手数料 134,275,000 150,442,490 △ 16,167,490
寄付金 14,110,000 16,790,282 △ 2,680,282
経常費等補助金 1,563,900,000 1,586,223,002 △ 22,323,002
　国庫補助金 969,500,000 977,810,700 △ 8,310,700
　地方公共団体補助金 594,400,000 608,412,302 △ 14,012,302
付随事業収入 17,180,000 20,256,464 △ 3,076,464
雑収入 121,360,000 148,324,547 △ 26,964,547
教育活動収入計 8,375,305,000 8,494,631,885 △ 119,326,885

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
人件費 3,735,190,000 3,713,776,816 21,413,184
教育研究経費 4,167,070,000 3,935,578,532 231,491,468
管理経費 997,883,000 923,064,315 74,818,685
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 8,900,143,000 8,572,419,663 327,723,337

教育活動収支差額 △ 524,838,000 △ 77,787,778 △ 447,050,222

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
受取利息・配当金 284,280,000 305,694,663 △ 21,414,663
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 284,280,000 305,694,663 △ 21,414,663

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
借入金利息 28,442,231 28,442,231 0
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 28,442,231 28,442,231 0

教育活動外収支差額 255,837,769 277,252,432 △ 21,414,663
経常収支差額 △ 269,000,231 199,464,654 △ 468,464,885

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産売却差額 400,000,000 400,548,501 △ 548,501
その他の特別収入 17,800,000 15,466,624 2,333,376
特別収入計 417,800,000 416,015,125 1,784,875

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産処分差額 37,559,271 31,968,268 5,591,003
その他の特別支出 212,280,000 212,280,000 0
特別支出計 249,839,271 244,248,268 5,591,003

特別収支差額 167,960,729 171,766,857 △ 3,806,128

〔予　備　費〕 （39,351,502）
10,648,498 − 10,648,498

基本金組入前当年度収支差額 △ 111,688,000 371,231,511 △ 482,919,511
基本金組入額合計 △ 783,300,000 △ 1,010,589,549 227,289,549
当年度収支差額 △ 894,988,000 △ 639,358,038 △ 255,629,962
前年度繰越収支差額 △ 14,042,134,343 △ 14,042,134,343 0
翌年度繰越収支差額 △ 14,937,122,343 △ 14,676,848,891 △ 260,273,452
（参考）
事業活動収入計 9,077,385,000 9,216,341,673 △ 138,956,673
事業活動支出計 9,189,073,000 8,845,110,162 343,962,838

【 資金収支計算書 】2025年４月１日から2026年３月31日まで
　資金収支計算書は、１年間の収入・支出毎の資金の流れの総額を表したものであり、企
業会計における「キャッシュフロー計算書」に近似したものです。2025年度の翌年度繰越
支払資金は3,933百万円となり、前年度比1,009百万円の増加となりました。
収　入　の　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金収入 6,524,480,000 6,572,595,100 △ 48,115,100
手数料収入 134,275,000 150,442,490 △ 16,167,490
寄付金収入 14,510,000 18,804,840 △ 4,294,840
補助金収入 1,563,900,000 1,586,223,002 △ 22,323,002
　国庫補助金収入 969,500,000 977,810,700 △ 8,310,700
　地方公共団体補助金収入 594,400,000 608,412,302 △ 14,012,302
資産売却収入 775,300,000 778,730,716 △ 3,430,716
付随事業・収益事業収入 17,180,000 20,643,655 △ 3,463,655
受取利息・配当金収入 284,280,000 303,460,903 △ 19,180,903
雑収入 129,760,000 153,418,964 △ 23,658,964
前受金収入 1,094,200,000 1,095,133,269 △ 933,269
その他の収入 1,327,093,913 1,211,422,790 115,671,123
資金収入調整勘定（注） △ 1,335,942,269 △ 1,368,010,960 32,068,691
前年度繰越支払資金 2,923,723,576 2,923,723,576 0

収入の部合計 13,452,760,220 13,446,588,345 6,171,875

支　出　の　部
科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異

人件費支出 3,709,690,000 3,692,087,964 17,602,036
教育研究経費支出 2,999,270,000 2,802,226,169 197,043,831
管理経費支出 811,683,000 763,468,036 48,214,964
借入金等利息支出 28,442,231 28,442,231 0
借入金等返済支出 480,000,000 480,000,000 0
施設関係支出 530,500,000 448,374,220 82,125,780
設備関係支出 218,050,000 194,083,267 23,966,733
資産運用支出 1,257,100,000 966,570,517 290,529,483
その他の支出 460,723,601 459,083,842 1,639,759

〔予　備　費〕 （28,742,231）
21,257,769 − 21,257,769

資金支出調整勘定（注） △ 283,504,692 △ 321,414,865 37,910,173
翌年度繰越支払資金 3,219,548,311 3,933,666,964 △ 714,118,653

支出の部合計 13,452,760,220 13,446,588,345 6,171,875

（注）資金収入調整勘定及び資金支出調整勘定について
　学校法人会計における資金収支計算の目的は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内
容、当該会計年度における支払資金の収入及び支出とそのてん末を明らかにすることとされています。そのた
め収入・支出ともに調整勘定が設けられています。なお、資金収入調整勘定には期末未収入金及び前期末前受
金、資金支出調整勘定には期末未払金及び前期末前払金を計上しています。

　
２
０
２
５
年
度
決
算
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。
こ
の
決
算
書
は
法
人
全
体
の
も
の
で
す
。

　
事 

業 

概 

要

　
学
校
法
人
白
鷗
大
学
で
は
、
２
０
２
５
年
度
の
施

設
・
設
備
整
備
と
し
て
以
下
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
面
に
お
い
て
、
大
学
部
門
で
は
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
、
空
調
設
備
工
事
、
出
席
管
理
シ
ス
テ

ム
工
事
、
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
教
職
員
駐
車
場
ゲ
ー
ト
更

新
工
事
、
外
堀
転
倒
防
止
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
等
学
校
部
門
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
更
新
工

事
、
収
納
棚
取
付
工
事
、
新
校
舎
グ
ラ
ウ
ン
ド
日
除
け

開
閉
オ
ー
ニ
ン
グ
、
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
設
備
、
部

室
新
築
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
（
２
０
２
４
年

度
か
ら
継
続
　
２
０
２
５
年
度
完
成
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド

舗
装
・
排
水
設
備
・
照
明
設
備
・
外
周
人
工
芝
工
事
、

新
校
舎
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
設
備
面
に
お
い
て
、
大
学
部
門
で
は
、
仮
想
シ
ス
テ
ム

基
盤
リ
プ
レ
ー
ス
、
仮
想
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
環
境
構
築
、
出

席
管
理
シ
ス
テ
ム
・
端
末
機
、
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
更
改
、
授
業
用
Ｐ
Ｃ
（
80
台
）、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
入
替
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
等
学
校
部
門
で
は
、
教
務
シ
ス
テ
ム
、
入
試
管
理

シ
ス
テ
ム
更
新
、
運
動
部
バ
ス
購
入
、
液
晶
モ
ニ
タ

１
５
０
台
導
入
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
教
育
面
に
お
い
て
は
、
大
学
で
は
、
白
鷗
大
学

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
教
育
目
標
・
基
本
方
針
に
即
し
た

２
０
２
４
年
度
～
２
０
２
８
年
度
の
５
カ
年
に
お
け
る

白
鷗
大
学
中
期
計
画
を
策
定
し
実
行
し
て
い
ま
す
。

『
教
学
と
経
営
と
が
一
体
と
な
り
、
学
修
者
が
求
め
る

大
学
、
社
会
、
特
に
地
域
社
会
が
求
め
る
大
学
を
目
指

す
。』
を
今
後
５
年
間
で
白
鷗
大
学
が
目
指
す
べ
き
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
①
大
学
運
営
、
②
教
育
、
③
学

生
支
援
、
④
研
究
、
⑤
社
会
・
地
域
貢
献
、
⑥
国
際
交

流
、
⑦
教
育
研
究
環
境
整
備
の
７
項
目
、
項
目
ご
と
に

設
定
し
た
17
の
戦
略
目
標
、
戦
略
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
79
の
行
動
計
画
や
目
標
値
、
年
度
ご
と
の
実
施
内

容
か
ら
成
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
、
新
校
舎
を
中
心
に
最
新

の
施
設
・
設
備
環
境
の
下
、
各
生
徒
の
進
路
実
現
に
向

け
た
質
の
高
い
授
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
で
は
、「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
認
め
ら

れ
、
自
分
の
存
在
を
実
感
で
き
る
幼
稚
園
」
を
目
指
し

て
日
々
の
教
育･

保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
法
人
白
鷗
大
学
で
は
、
建
学
の
精
神
を
具
現
化

し
た
言
葉
『PLUS ULTRA

（
さ
ら
に
向
こ
う
へ
）』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
決 

算 

概 

要

　
事
業
活
動
収
支
に
お
い
て
、
収
入
面
で
は
学
生
生

徒
等
納
付
金
が
前
年
度
比
56
百
万
円
増
加
、
手
数
料

収
入
が
17
百
万
円
増
加
、
経
常
費
等
補
助
金
収
入

が
４
４
８
百
万
円
増
加
、
付
随
事
業
収
入
が
１
．

６
百
万
円
減
少
、
雑
収
入
が
１
１
９
百
万
円
減
少
と

な
っ
た
結
果
、
教
育
活
動
収
入
は
、
４
０
０
百
万

円
増
加
の
８
，４
９
４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
支
出
面
は
各
部
門
に
お
け
る
人
件
費
支
出
が

46
百
万
円
増
加
、
教
育
研
究
経
費
支
出
が
大
学
部
門

に
お
け
る
奨
学
費
（
主
と
し
て
高
等
教
育
修
学
支

援
（
多
子
世
帯
補
助
）
に
よ
る
支
出
）
等
に
よ
り

３
９
８
百
万
円
増
加
、
管
理
経
費
支
出
が
21
百
万
円

増
加
と
な
っ
た
結
果
、
教
育
活
動
支
出
は
、
前
年
度

比
４
６
６
百
万
円
増
加
の
８
，５
７
２
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
教
育
活
動
収
支
差
額
は
、
前
年

度
比
65
百
万
円
減
の
▲
77
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
活
動
外
収
支
差
額
は
２
７
７
百
万
円

と
な
り
、
経
常
収
支
差
額
は
前
年
度
比
20
百
万
円
減

の
１
９
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
特
別
収
支
に
お
い
て
、
収
入
面
で
は
、

有
価
証
券
等
資
産
売
却
に
よ
り
、
資
産
売
却
差
額

４
０
０
百
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
一
方
で
、
施
設
設
備

国
庫
補
助
金
減
少
（
２
０
２
５
年
度
補
助
申
請
無
し
）

等
に
よ
り
、
特
別
収
入
が
前
年
度
比
３
７
０
百
万
円
増

加
の
４
１
６
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
支
出
面
は
、
土

地
、
建
物
、
構
築
物
、
機
器
備
品
、
図
書
除
却
損
の
減

少
に
よ
り
、
資
産
処
分
差
額
が
４
１
５
百
万
円
減
少
と

な
っ
た
一
方
で
、
学
校
法
人
会
計
基
準
の
改
正
に
よ

り
、
賞
与
引
当
金
特
別
繰
入
額
と
し
て
、
２
１
２
百
万

円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
支
出
が
前
年
度
比

２
０
３
百
万
円
減
の
２
４
４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
特
別
収
支
差
額
は
、
前
年
度
比

５
７
３
百
万
円
増
の
１
７
１
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
に
よ
り
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
は
、
前
年
度
比
５
５
３
百
万
円
増
加
し
、

３
７
１
百
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
金
収
支
に
お
い
て
、
収
入
の
部
で
は
、
学
生
生

徒
等
納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、
補
助
金
収
入
、

資
産
売
却
収
入
、
受
取
利
息
・
配
当
金
収
入
の
増
加

が
あ
っ
た
一
方
、
寄
付
金
収
入
、
付
随
事
業
・
収
益

事
業
収
入
、
雑
収
入
（
退
職
金
財
団
か
ら
の
退
職
交

付
金
）
が
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
出
の
部
で
は
、
人
件
費
、
教
育
研
究
経
費
、
管
理

経
費
、
設
備
関
係
支
出
等
の
増
加
が
あ
っ
た
一
方
、
施
設

関
係
支
出
、
資
産
運
用
支
出
等
が
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
度
の
翌
年
度
繰

越
支
払
資
金
は
３
，９
３
３
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度

比
１
，０
０
９
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
貸
借
対
照
表
と
し
て
は
、
減
価
償
却
等
に
よ
る
建

物
、
教
育
研
究
用
機
器
備
品
の
減
や
中
学
校
に
お
け

る
構
築
物
増
、
大
学
部
門
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
基
盤

に
よ
る
管
理
機
器
備
品
等
に
よ
り
、
固
定
資
産
が

７
０
８
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
流
動
資
産
は
、
現
金

預
金
増
加
、
有
価
証
券
の
減
少
等
に
よ
り
６
５
２
百
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、
負
債
の
部
は
、
借
入
金
の

返
済
に
よ
る
減
少
、
賞
与
引
当
金
に
よ
る
増
加
等
に
よ

り
４
２
７
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
基
本
金
は
第
１
号
基
本
金
と
し
て
９
０
４
百
万
円
、
第
４

号
基
本
金
と
し
て
１
０
１
百
万
円
を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

主として大学への
補助金です。

主として入学検定
料です。

必要な運転資金維
持に係わる基本金
です。

固定資産の維持取
得に係わる基本金
です。

主として特定資産の
早期償還収入です。

主として2026年度
入学者の入学金、
授業料等の学生納
付金です。

土地と図書以外の
有形固定資産につ
いては、減価償却
累計額を控除して
表示しています。

在職教職員の退職
金に備えるもので
す。

減価償却をする有
形固定資産に備え
るものです。

主として、保険積
立金、ソフトウェ
アです。

退職者に対する未収
入金、施設設備補助
金の前年度比減です。

主として委託料・賃
借料が予算よりも少
なかったためです。

主として建物・構築物
支出が予算よりも少な
かったためです。

特定資産の償還に
対する代替購入に
よるものです。

｝
減価償却費を含ん
でいるため資金収
支計算書と異なり
ます。

主として大学の施
設設備補助金です。

賞与引当金特別繰
入額です。

主として有価証券売
却によるものです。

主として高等学校、
中学校、幼稚園への
補助金です。

借入金のうち、一
年以内の返済額は
短期借入金へ振替
えています。

借入金のうち、
2025年度の返済額
です。

賞与引当金の増で
す。

高等学校部室新築工
事の前払金です。

⎫
⎬
⎭

増加は、主として中学校
グラウンド整備工事によ
る構築物、大学部門に
おけるシステム基盤リプ
レース等の管理用機器備
品によるものです。
減少は、主として減価償
却によるものです。
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【
新 

任
】�（
２
０
２
６
年
４
月
１
日
付
）

経
営
学
部

　
　
　
教
授
　
鹿
野
　
達
史

　
　
　
教
授
　
星
田
　
　
剛

法
学
部

　
　
　
教
授
　
宮
本
と
も
み

　
　
　
講
師
　
兼
頭
ゆ
み
子

教
育
学
部

　
　
　
教
授
　
大
髙
　
栄
男

　
　
准
教
授
　
保
木
井
啓
史

【
昇
格
】�

（
２
０
２
６
年
４
月
１
日
付
）

経
営
学
部

　
　
　
教
授
　
青
木
　
孝
暢

　
　
　
教
授
　
佐
藤
　
伸
也

　
　
准
教
授
　
八
尾
　
政
行

法
学
部

　
　
　
教
授
　
茂
木
　
明
奈

教
育
学
部

　
　
　
教
授
　
荒
井
　
信
成

　
　
　
教
授
　
齋
藤
　
正
憲

【
退
職
】�

（
２
０
２
６
年
３
月
31
日
付
）

経
営
学
部

　
　
　
教
授
　
嶋
中
　
雄
二

　
　
　
教
授
　
舩
田
眞
里
子

法
学
部

　
　
　
教
授
　
坂
本
　
恵
三

　
　
　
教
授
　
益
井
　
公
司

　
　
　
教
授
　
水
野
　
紀
子

　
　
　
講
師
　S.Bergman 

三
宅

教
育
学
部

　
　
　
教
授
　
浅
木
　
尚
実

　
　
　
教
授
　
今
田
　
政
成

　
　
　
教
授
　
金
井
　
　
正

＊
役
職
・
学
年
は
当
時
の
も
の
。

　
２
０
２
５
年
度
に
白
鷗
大

学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

さ
れ
た
先
生
は
次
の
と
お
り
。

舩
田
眞
里
子
（
経
営
学
部
）

今
田
　
政
成
（
教
育
学
部
）

金
井
　
　
正
（
教
育
学
部
）

新
た
に
３
名
が
名
誉
教
授
に

就

職

率

「
就
職
に
力
を

�

入
れ
て
い
る
大
学
」

公

務

員

過
去
最
多

公
立
学
校
教
員�

う
ち
４
年
次
合
格
者
は
１
７
５
人

全
学
部
合
計
99
・
５
％

東
京
を
除
く
関
東
・
甲
信
越 

第
３
位

１
５
２
人
が
合
格

２
６
０
人
が
合
格

例
年
高
い
水
準
を
維
持
す
る
本
学
の

就
職
率
は
、
高
等
学
校
か
ら
も
そ
の
就

職
支
援
体
制
が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
５

年
の
大
学
通
信
調
査
「
就
職
に
力
を
入

れ
て
い
る
大
学
」
に
お
け
る
「
進
路
指

導
教
諭
が
評
価
す
る
大
学
・
地
域
別
編

（
東
京
を
除
く
関
東
・
甲
信
越
）」
で

３
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
２
０
２
５

年
度
卒
業
生
の
就
職
率
は
99
・
５
％

と
、
多
く
の
学
生
が
希
望
す
る
業
種
や

企
業
への
就
職
を
果
た
し
て
い
る
。

支
援
の
中
枢
を
担
う
「
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
目
的
意
識

を
持
っ
た
就
職
活
動
を
展
開
で
き
る
よ

う
、
低
学
年
の
う
ち
か
ら
就
職
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
毎
月
開
催
す
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
行

事
に
お
け
る
面
接
対
策一つ
を
と
っ
て
も
、

「
面
接
・
グ
ル
ー
プ
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
対

策
講
座
」、「
グ
ル
ー
プ
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
座
」、「
集
団
面
接
講
座
」
と
、
面
接

の
形
態
に
応
じ
た
実
践
的
な
講
座
を
提

供
し
、
き
め
細
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学

生
の
就
職
活
動
を
支
え
て
い
る
。

教
員
や
公
務
員
を
志
し
て
入
学
す

る
学
生
も
数
多
い
本
学
で
は
、
毎
年

採
用
試
験
に
お
い
て
も
確
か
な
実
績

を
上
げ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
度
の

公
務
員
試
験
で
は
、
法
学
部
を
中
心

に
１
５
２
人
が
現
役
合
格
し
た
。
内

訳
は
、
栃
木
県
庁
な
ど
の
県
・
市

町
村
職
員
86
人
、
警
察
官
38
人
、

公
立
保
育
士
８
人
、
消
防
官
５

人
、
自
衛
官
12
人
、
国
家
一
般
職
１

人
、
国
税
専
門
官
２
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
公
立
学
校
教
員
採
用
試

験
で
は
、
新
卒
１
７
５
人
、
既
卒

85
人
の
計
２
６
０
人
が
合
格
し
、

過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
内
訳

は
、
小
学
校
教
諭
２
０
９
人
、
中

学
校
教
諭
42
人
、
高
等
学
校
教
諭

２
人
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
７
人

と
な
っ
て
い
る
。

在
学
生
を
対
象
と
し
た

「
朝
食
無
料
サ
ー
ビ
ス
」
を

４
月
８
日
か
ら
28
日
ま
で
大

行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
食
堂

「
シ
ェ
モ
ア
」
で
実
施
し
た
。

本
取
り
組
み
は
、
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
の
定
着
と
健
康

的
な
学
生
生
活
の
支
援
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
同
窓

会
「
鷗
友
会
」
の
支
援
を
受

け
、
約
４
年
ぶ
り
に
再
開
さ

れ
た
。
期
間
中
は
、
定
食
や

丼
も
の
、
カ
レ
ー
な
ど
栄
養
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
日
替
わ
り
で
提
供
し
、
継

続
し
て
利
用
し
や
す
い
工
夫

が
な
さ
れ
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
１
９
９
９

年
に
試
験
的
に
始
ま
り
、

翌
年
か
ら
は
４
月
の
恒
例

行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
２
０
２
０
年
、

２
０
２
１
年
は
中
止
と
な
っ

た
。
２
０
２
２
年
に
再
開

さ
れ
た
後
は
休
止
し
て
い
た

が
、
今
年
度
再
び
実
施
し

た
。
学
生
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
加
え
、
特
に
新
入
生

に
と
っ
て
は
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
学

業
へ
の
意
欲
向
上
に
も
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
実
施
初
日
の
４
月
８
日

か
ら
多
く
の
学
生
が
利
用
し
、

「
朝
食
を
食
べ
る
習
慣
が
つ
い

た
」「
１
限
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
向
上
し
た
」
な
ど
、
好

評
を
得
て
い
る
。
な
お
、
期

間
終
了
後
は
年
間
を
通
じ
て

１
食
１
０
０
円
で
朝
食
を
提

供
す
る
予
定
。

■公務員採用試験現役合格者の推移
種　別 2023年度 2024年度 2025年度

行政職

国家公務員 5人 2人 3人

県庁職員 14人 21人 13人

市町村職員 67人 58人 73人

公安職

自衛官 4人 7人 12人

警察官 24人 36人 38人

消防官 6人 6人 5人

資格職 公立保育士
（県含む） 1人 8人 8人

合　計 121人 138人 152人

■公立小中高特支教員採用試験合格者数の推移
年度 2023年度 2024年度 2025年度

新卒/既卒 新 既 新 既 新 既

小学校 128人 51人 140人 60人 155人 54人

中学校 15人 15人 17人 29人 18人 24人

高等学校 1人 1人 2人 1人 1人 1人

特別支援学校 1人 10人 1人 7人 1人 6人

小　計 145人 77人 160人 97人 175人 85人

合　計 222人 257人 260人

キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
が
新
入
生

を
迎
え
る
な
か
、
４
月
２
日
、

大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
体
育

館
に
て
２
０
２
６
年
度
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
大
学
院
生
・
学

部
生
あ
わ
せ
て
１
２
７
７
人
が

白
鷗
大
学
の
一
員
と
な
っ
た
。

式
典
で
北
山
学
長
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
咲
く
桜
に
触
れ
な
が

ら
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
で

身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
上
ば
か
り
見
て
い
る
頭

で
っ
か
ち
の
知
識
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
求
め
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
大
地
に
根
ざ
し
た
知
恵
で

あ
り
、
体
験
な
の
で
す
」
と
語

り
、
目
に
見
え
な
い
土
台
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
環
境
が
当
た
り
前
と

な
っ
た
現
代
に
お
い
て
「
大
自

然
の
中
で
汗
を
か
き
、
大
地
を

踏
み
締
め
た
、
土
や
肉
体
に
根

本
学
は
２
０
２
６
年
３
月
31
日
に
「
国

連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
パ
ク
ト
（United 

Nations Academic Impact

：UNAI

）」

に
加
盟
し
た
。
国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン

パ
ク
ト
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）
は
、
国
連
広
報
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
国
連
と
世
界
の
高

等
教
育
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
取
り

組
み
だ
。
２
０
２
６
年
４
月
現
在
、
80
を

超
え
る
日
本
国
内
の
教
育
機
関
が
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｉ
に
加
盟
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
に
加
盟
す
る
大
学
・
団
体

に
は
、「
人
権
」「
識
字
」「
持
続
可
能
性
」

「
紛
争
解
決
」
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
以

下
の
普
遍
的
な
10
原
則
を
支
持
し
、
教

育
・
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
国
連
が
取

り
組
む
諸
課
題
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
。

原
則
１
：�

国
連
憲
章
の
原
則
を
推
進

し
、
実
現
す
る

原
則
２
：�

探
求
、
意
見
、
演
説
の
自

由
を
認
め
る

原
則
３
：�

性
別
、
人
種
、
宗
教
、
民

族
を
問
わ
ず
、
全
て
の
人
に

教
育
の
機
会
を
提
供
す
る

原
則
４
：�

高
等
教
育
に
必
要
と
さ
れ
る

ス
キ
ル
、
知
識
を
習
得
す
る
機

会
を
全
て
の
人
に
提
供
す
る

原
則
５
：�

世
界
各
国
の
高
等
教
育
制
度

に
お
い
て
、
能
力
を
育
成
す
る

原
則
６
：�

人
々
の
国
際
市
民
と
し
て
の

意
識
を
高
め
る

原
則
７
：
平
和
、
紛
争
解
決
を
促
す

原
則
８
：
貧
困
問
題
に
取
り
組
む

原
則
９
：
持
続
可
能
性
を
推
進
す
る

原
則
10
：�

異
文
化
間
の
対
話
や
相
互

理
解
を
促
進
し
、
不
寛
容

を
取
り
除
く

本
学
は
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を

基
盤
と
し
た
教
育
・
研
究
活
動
を
通
じ

て
、
国
際
社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
国
際
的
視
野
を
備
え
た

人
材
の
育
成
お
よ
び
異
文
化
理
解
の
促

進
を
目
的
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
に
加
盟
し

た
。
原
則
６
お
よ
び
原
則
10
の
２
つ
を
軸

に
据
え
た
取

り
組
み
を
推

進
し
、
国
連
が

対
処
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
教

育
・
研
究
活

動
を
通
じ
て
貢

献
し
て
い
く
。

ざ
し
た
教
養
や
知
識
、
そ
し
て

技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
呼
び
か
け
、
大
学
を

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
例
え
な
が

ら
「
血
の
通
う
出
会
い
や
温
か

い
触
れ
合
い
、
そ
し
て
熱
い
体

験
で
毎
日
を
満
た
し
て
く
だ
さ

い
」
と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。

式
典
の
中
盤
に
は
、
ス
テ
ー

ジ
上
で
式
典
を
見
守
っ
て
い
た

教
員
が
ス
ク
リ
ー
ン
へ
の
写
真

投
影
と
と
も
に
学
部
ご
と
に
紹
介
さ
れ
、
新
入
生
は
こ

れ
か
ら
始
ま
る
専
門
的
な
学
び
へ
の
期
待
を
高
め
た
様

子
で
あ
っ
た
。

式
典
終
了
後
に
体
育
館
を

後
に
し
た
新
入
生
を
迎
え
た
の

は
、
部
活
動
・
同
好
会
活
動
を

紹
介
す
る
在
学
生
た
ち
で
あ

る
。
学
内
は
ビ
ラ
配
り
や
声
掛

け
で
に
ぎ
わ
い
、
新
入
生
と
在

学
生
が
交
流
す
る
春
ら
し
い
光

景
が
広
が
っ
た
。

「
大
地
に
根
ざ
し
た
知
恵
を
」

　
北
山
学
長
が
新
入
生

�

１
２
７
７
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

（表１）在籍学生数� （人）

学部 学科・専攻 １年 ２年 ３年 ４年 総数

大　学

経営学部 経営学科 454 473 433 546 1,906

法学部 法律学科 336 299 307 333 1,275

教育学部

児童教育専攻 231 260 266 233 990

スポーツ健康専攻 141 153 136 162 592

英語教育専攻 54 62 58 56 230

心理学専攻 63 58 60 61 242

合計 1,279 1,305 1,260 1,391 5,235

大学院

経営学研究科 経営学専攻 1 0 - - 1

法学研究科 法律学専攻 1 8 - - 9

合計 2 8 - - 10

総計 1,281 1,313 1,260 1,391 5,245

（2026年５月１日現在）

（表２）教職員数� （人）

教員数 職員数 総合計

専任 122 96 218

専任以外 117 46 163

合計 239 142 381

（2026年５月１日現在）

教
員
人
事

国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
パ
ク
ト
に
加
盟

新入生と在学生の交流でにぎわう会場前

お
悔
や
み

初
代
法
科
大
学
院
長

　
渋
川
　
　
満
　
91
歳

�

（
２
０
２
５
年
９
月
逝
去
）

朝
食
無
料
サ
ー
ビ
ス

朝
食
無
料
サ
ー
ビ
ス

４
年
ぶ
り
の
再
開

４
年
ぶ
り
の
再
開


